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揖
斐
郡
３
町
が

広
域
避
難
で
協
定

区
長
会
研
修
会
で

町
政
功
労
者
表
彰

春
日
小
学
校
が
人
権
推
進
校
に
指
定

～
花
で
思
い
や
り
の
心
育
て
る
～

第
９
回

イ
ビ
デ
ン
の
森

植
樹
祭

豪
雨
や
地
震
な
ど
の
災
害
時
に
、
住
民

が
町
の
境
界
を
越
え
て
広
域
避
難
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
、「
揖
斐
郡
に
お
け
る

広
域
避
難
に
関
す
る
協
定
」
が
揖
斐
郡
３

町
の
間
で
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

４
月
15
日
に
揖
斐
総
合
庁
舎
で
行
わ
れ

た
締
結
式
で
は
、
奥
田
揖
斐
県
事
務
所
長

立
会
い
の
も
と
、
揖
斐
郡
３
町
の
町
長
が

出
席
し
、協
定
書
に
署
名
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
協
定
に
つ
い
て
池
田
町
の
岡
﨑

町
長
は
、「
昨
晩
の
熊
本
地
震
の
よ
う
に
、

災
害
は
い
つ
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
。
災

害
時
に
は
３
町
が
手
を
取
り
合
っ
て
、
状

況
に
応
じ
広
域
避
難
す
る
こ
と
が
大
事
」

と
、
ま
た
揖
斐
川
町
の
宗
宮
町
長
は「
当

町
で
は
土
砂
災
害
が
最
も
恐
ろ
し
い
。
互

い
に
助
け
合
う
た
め
、
情
報
交
換
し
な
が

ら
進
め
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

４
月
16
日（
土
）、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

は
な
も
も
で
、
平
成
28
年
度
揖
斐
川
町
区

長
会
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
研
修
会
に
先

立
ち
町
政
功
労
者
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

■
揖
斐
川
町
表
彰
受
賞
者

　

小こ

寺で
ら　

松ま
つ

次じ

郎ろ
う

さ
ん（
春
日
）

　

川か
わ

村む
ら　

国く
に

松ま
つ

さ
ん（
春
日
）

（
長
年
に
わ
た
り
川
合
太
鼓
踊
り
保
存
会
の

役
員
等
と
し
て
、
伝
統
文
化
の
伝
承
に
尽
力
）

■
揖
斐
川
町
感
謝
状
受
賞
者

　

松ま
つ

原ば
ら　

正ま
さ

明あ
き

さ
ん（
下
岡
島
）

　

清し

水み
ず　

善よ
し

澄ず
み

さ
ん（
伊
尾
野
）

（
区
長
と
し
て
町
内
自
治
の
振
興
、
発
展
に

貢
献
）

研
修
会
で
は
、

宗
宮
町
長
が
今
年

度
の
施
政
方
針
を

説
明
し
た
ほ
か
、

第
39
回
全
国
育
樹

祭
総
合
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
務
め
た
岐

阜
県
森
林
文
化
ア

カ
デ
ミ
ー
学
長
の

涌わ
く

井い

史し

郎ろ
う

さ
ん
か

ら
、「
地
域
が
大

変
！
揖
斐
川
町
は

も
っ
と
大
変
!!
＋

具
体
的
な
一
歩
を
！
」
を
テ
ー
マ
に
地
域

課
題
の
解
決
に
つ
い
て
ご
提
言
い
た
だ
き

ま
し
た
。

４
月
20
日（
水
）、
春
日
小
学
校
で
人
権

推
進
校
指
定
書
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
児
童
が
岐
阜
地
方
法
務
局
大

垣
支
局
長
か
ら
指
定
書
を
受
け
取
り
、
一

緒
に
花
の
苗
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
推
進
校
と
は
、
大
垣
人
権
啓
発
活

動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
を
構
成
す
る
西

濃
地
域
の
市
町
に
あ
る
小
学
校
の
中
か
ら

１
校
が
指
定
さ
れ
る
も
の
で
、
指
定
校
で

は
、
子
ど
も
た
ち
に
思
い
や
り
の
心
を
育

ん
で
ほ
し
い
と
い
う
願
い
か
ら
、
春
と
秋

の
２
回
、
花
の
苗
を
植
え
て
育
て
る「
人

権
の
花
運
動
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

今
回
春
日
小
学
校
で
は
、
ニ
チ
ニ
チ
ソ

ウ
や
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
な
ど
の
苗
を
花
壇

や
プ
ラ
ン
タ
ー
に
植
え
、
プ
ラ
ン
タ
ー
で

育
て
ら
れ
た
花
は
、
春
日
地
内
の
各
施
設

や
バ
ス
停
で
飾
ら
れ
る
予
定
で
す
。
花
の

苗
を
受
け
取
っ
た
児
童
は「
み
ん
な
で
綺

麗
な
花
を
育
て
た
い
」
と
笑
顔
で
話
し
ま

し
た
。
な
お
、
揖
斐
川
町
人
権
擁
護
委
員

の
皆
さ
ん
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
、
花
を
育
て

て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

平
成
20
年
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
イ
ビ
デ

ン
の
森
植
樹
祭
が
、
４
月
23
日（
土
）、
揖

斐
川
町
東
横
山
地
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

揖
斐
川
町
は
企
業
と
協
働
し
て
森
づ
く

り
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
イ
ビ
デ

ン
、
岐
阜
県
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
然
環
境
レ

ン
ジ
ャ
ー
と
協
定
を
結
び
、
こ
の
活
動
を

続
け
、
今
回
が
９
回
目
と
な
り
ま
す
。

植
樹
祭
に
は
イ
ビ
デ
ン
の
竹
中
社
長
や

揖
斐
川
町
長
が
参
加
し
、
イ
ビ
デ
ン
社

員
の
家
族
や
地
域
住
民
を
中
心
に
総
勢

２
８
０
人
で
、
藤
橋
の
道
の
駅
第
２
駐
車

場
に
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
ハ
ナ
モ
モ
、
ア
ジ
サ

イ
な
ど
の
色
と
り
ど
り
の
花
の
咲
く
木

を
、
約
80
本
植
え
ま
し
た
。

植
樹
を
終
え
た
あ
と
、
お
は
ぎ
作
り
や

餅
つ
き
体
験
も
あ
り
、
参
加
し
た
子
ど
も

た
ち
は
、
森
や
自
然
に
親
し
む
活
動
に
ふ

れ
、
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

▲指定書を受け取る、春日小代表児童

▲植樹祭の参加者ら

▲左から、揖斐川町長、大野町長、池田町長

▲左から、清水さん、松原さん、町長、小寺さん、川村さん
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粕
川
ふ
れ
あ
い
市
場

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
で
そ
ば
店
新
設

３
０
０
年
余
の
伝
統「
い
び
祭
り
」

～
児
童
ら
、
子
ど
も
歌
舞
伎
を
熱
演
～

施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
改
装
の
た
め
休

業
し
て
い
た
粕
川
ふ
れ
あ
い
市
場
が
、
4

月
21
日（
木
）
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
、
地
元
の

農
産
物
販
売
だ
け
で
な
く
、そ
ば
の
店「
そ

ば
の
駅
い
び
が
わ
」
を
新
た
に
整
備
し
ま

し
た
。

店
は
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
制
で
、
座
席
は

19
席
、
出
さ
れ
る
そ
ば
は
、
揖
斐
川
町
産

の
そ
ば
粉
を
使
用
し
、
同
じ
く
揖
斐
川
町

で
採
れ
た
本
わ
さ
び
が
添
え
ら
れ
て
い
ま

す
。式

典
で
宗
宮
町
長
は
、「
町
の
南
の
玄

関
口
に
位
置
す
る
施
設
と
し
て
、
町
を
訪

れ
る
人
々
を
迎
え
る
活
気
あ
ふ
れ
る
施
設

に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
、
期
待
を
寄

せ
ま
し
た
。

江
戸
時
代
中
期
か
ら
続
く
伝
統
の「
い

び
祭
り
」
が
5
月
4
～
5
日
に
か
け
て
行

わ
れ
、
会
場
と
な
っ
た
三
輪
神
社
一
帯
は

約
３
万
人
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

神
社
境
内
に
は
豪
華
絢
爛
な
5
両
の

が
曳
き
揃
え
ら
れ
、
下
町
の
鳳
凰

で
は

小
学
2
～
6
年
ま
で
の
児
童
ら
8
人
が
き

ら
び
や
か
な
衣
装
を
ま
と
い
、
今
年
の
子

ど
も
歌
舞
伎
の
演
目「
絵え

本ほ
ん

太た
い

功こ
う

記き

十じ
ゅ
う

段だ
ん

目め

尼あ
ま

ヶが

崎さ
き

閑か
ん

居き
ょ

の
場ば

」
を
堂
々
と
披
露
、

役
者
ら
が
見
え
を
切
る
た
び
に
、
観
客
か

ら
は
大
き
な
拍
手
と
歓
声
が
沸
き
起
こ
り

ま
し
た
。

最
終
日
、
数
々
の
神
輿
が
威
勢
よ
く
担

が
れ
登
場
す
る
と
、
祭
り
は
最
高
潮
を
迎

え
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

４
月
26
日
に
平
成
28
年
第
２
回
揖
斐

川
町
議
会
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、
次
の

議
案
が
原
案
ど
お
り
承
認
・
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

承
認
案
件

●
揖
斐
川
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例（
専
決
処
分
事
項
の
承
認
）

地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
い
、
所
要

の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
揖
斐
川
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例（
専
決
処
分

事
項
の
承
認
）

地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
い
、
所
要

の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
平
成
27
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
６
号
）（
専
決
処
分
事
項

の
承
認
）

財
源
の
振
替
に
よ
る
補
正
の
た
め
、

予
算
額
の
増
減
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
他
案
件 

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
解
体
工
事

契
約
金
額

　

１
億
４
７
５
万
４
６
０
０
円

契
約
の
相
手
方

　

西
濃
建
設
株
式
会
社

●
土
地
の
取
得

（
仮
称
）
や
ま
と
・
き
た
が
た
統
合

幼
児
園
建
設
事
業
用
地

所
在
地

　

揖
斐
川
町
房
島
字
宮
前
１
２
４
番

�

　

ほ
か
16
筆

数
量　

８
６
１
０
平
方
メ
ー
ト
ル

取
得
価
格

　

２
億
３
４
１
４
万
１
８
７
７
円

た
だ
し
、
土
地
開
発
公
社
の
事
務

費
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
残

額
に
つ
い
て
、
平
成
28
年
４
月
１

日
か
ら
支
払
完
了
ま
で
の
間
に
お

い
て
同
公
社
が
支
払
う
利
子
相
当

額
を
加
算

契
約
の
相
手
方

　

揖
斐
川
町
土
地
開
発
公
社

議
会
活
動
報
告

４
月18

日　

第
４
回
議
会
運
営
委
員
会

26
日　

第
２
回
臨
時
会

26
日　

第
４
回
全
員
協
議
会

26
日　

第
３
回
議
会
改
革
検
討
特
別

　

委
員
会

議
会
だ
よ
り
臨
時
会

▲新たに整備されたそば店の前で

▲鳳凰 の舞台で子ども歌舞伎を演じる児童ら


